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高度接触面を消毒用エタノール
あるいは0.1%次亜塩素酸ナトリ
ウムで清拭する。2度拭きする。
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手袋⇒手指衛生⇒ガウン⇒手指衛生⇒ゴーグル⇒サージカルマスク 保健所の ガウン⇒サージカルマスク（又はN95マスク）
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